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研究成果の概要（和文）：　研究期間中、研究協力者も招いた共同研究会7回、海外（パリ）における国際ワークショ
ップ1回、学会（日本近代文学会）パネル発表1回、公開シンポジウム1回、計10回の研究イベントを予定通り実施し、
その結果を多数の研究論文として発表した。また研究成果の集大成として、すべての研究分担者と研究協力者も執筆し
て、共著論文集単行本『映画と文学　交響する想像力』（森話社、2016）を刊行した。
　これらの研究活動により、研究目的とした、日本映画（アニメーションを含む）が日本文学との間でいかなる相互関
係を結んだかを多面的に探究し、日本映画及び日本文学の意味・意義・価値を新たな方法論によって究明することがで
きた。

研究成果の概要（英文）： During the research term, we held 7 times joint meetings, one international 
workshop (in Paris), one panel discussion in Japanese Modern Literature Society, one public symposium. We 
achieved all of the scheduled plan with research cooperators.
 We published a book of joint work. CINEMA AND LITERATURE: THE SYMPHONY OF IMAGINATION is a collection of 
academic papers. It is a compilation of our researches. All the researcher writes each paper in this 
book.
 Through these activities, we completed our research on the correlation between modern Japanese movie and 
literature and its significance and values by means of the new methodology.

研究分野：日本文学・比較文学・表象文化論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
映画館入館者数が 11 億人を突破し（1958

年）、日本映画が黄金時代を迎えていた 1950
年代の 10 年間において、2,000 作に近い日本
映画が日本文学を原作としていた。日本映画
の中核を担ってきたのは日本文学の映画化
であったと言っても過言ではない。だが、日
本映画及び日本文学の研究において、従来こ
のことが正面から問題とされたことはなか
った。本研究は、戦後から 1970 年代までの
時期における日本映画と日本文学の相関に
ついて、その成立・作品・享受の様相に即し、
映画・映像分析の手法を身につけた日本文学
研究者と、文学・文献研究の技術をもつ映画
史研究者とを糾合した共同研究として解明
しようとしたものである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本映画が史上最も活況

を呈した戦後～1950 年代から、1970 年代の
再編制の時期までに、日本映画（アニメーシ
ョンを含む）が日本文学との間でいかなる相
互関係を結んだかを多面的に探究し、日本映
画及び日本文学の意味・意義・価値を新たな
方法論によって究明することにある。研究方
法としては、基本的な資料調査と解題・デー
タベース化を行いつつ、1)映画・文学相関の
理論面、2)映画・文学相関の媒体・資料・文
献面、また 3)映画・文学の作家間の協働面に
関する研究を総合する。それらの集約にあた
っては、時代社会を背景とした映画史的及び
文化史的な観点を導入し、映画と文学の高次
元の意味と機能を解明する。さらに今後、対
象年代を前後に拡張して、総合的な日本近代
表象文化研究へと発展させる基礎を構築す
る。 

 
３．研究の方法 
(1)①戦後から 1970 年代までの日本映画と日
本文学との相互関係を、東京・関西・海外等
の関連資料の調査によって網羅的に解明し
一覧化する。②該当映画作品を可能な限り検
証し、分析・検討の上、詳細な解題・注釈を
施す。③これを冊子化・データベース化して
公開する。④これを基礎とし、組織的な研究
体制を組み、映画・文学間の相関を 1)理論的、
2）媒体に即して実証的に究明すると同時に、
3)映画人と文学者との協働と交渉の実態を
も解明し、それらを集約して総合的な文化史
研究の観点から日本映画史を再構築する。⑤
札幌・東京・京都・松本において研究会を開
催し、研究協力者の参加も得て研究を拡充し
普及を図る。⑥現今の国際的研究状況に鑑み、
中国・韓国・台湾・アメリカなどで調査・研
究発表を行い、研究交流と普及に努める。⑦
研究成果は公開シンポジウムを開催し、論文
集を作成して普及を図り、他の研究者とも共
有する。 
(2)研究体制 本研究の対象は分野と年代が
広く多岐に亙るため、組織的・系統的な研究

体制を採る。各研究者は各自の研究課題の外、
次の役割を分担し、全体を研究代表者が統括
する。 
A) 日本の映画・文学相関の資料調査統括（東
京・関西・海外の 3方面） 
B) 主な研究分野（次の 3部門） 
1)映画・文学相関の理論的な研究 
2)映画・文学相関に関わる媒体・資料・文献
を中心とした研究 
3)映画製作者と文芸作家間の協働の研究 
C) 年代（45-50 年代、60 年代、70 年代の 3
区分） 

 
４．研究成果 
 
(1)総括 研究体制に掲げた映画・文学相関
の理論面の研究、映画・文学相関の作家間の
協働面の研究、映画・文学相関の媒体・資料・
文献面の研究について、ほぼ計画通りの研究
を遂行することができた。各種文献に基づい
て、戦後から 1970 年代までの文芸映画の基
礎的一覧を作成し、それに基づいて各研究メ
ンバーが所期の研究分担を遂行した。共同研
究としては、国内（札幌・東京・京都・長野・
神戸）における共同研究会（7回）、パリにお
ける国際ワークショップ、日本近代文学会大
会におけるパネル発表、さらに成果発表公開
シンポジウムを開催し、研究成果を公開して
検討を行った。個々の研究メンバーも、国内
外での学会・研究会・シンポジウムへの参加、
国内外における映画・文学関係の資料館・図
書館等における調査などを、概ね達成してい
る。 
(2)国際ワークショップの開催 2014年10月
25 日、パリ日本文化会館において、ワークシ
ョップ「川端康成作品の映画化をめぐって」
を開催し、4 題の研究発表を行い、その後パ
リの研究者を交えて討論を行った。 
(3)学会パネル発表 2015 年 10 月 25 日、金
沢大学で開催された日本近代文学会秋季大
会において、「日本映画と日本近代文学との
コラボレーション―戦後から七〇年代まで
―」と題するパネル発表を行った。中村三春
による基調報告の後、中村三春、宮本明子、
志村三代子、横濱雄二が各報告を行い、参加
者との間で意見交換を行った。 



(4)公開シンポジウムの開催 2015 年 12 月 5
日、最終的な成果発表として、キャンパス・
イノベーションセンター東京において、公開
シンポジウム「《交響する》現代日本におけ
る映画と文学」を開催した。発表の後、ディ
スカッサントを交えて討論を行った。 
(5)共著論文集の刊行 2016 年 3 月 25 日、こ
れまでの研究成果の集大成として、共著『映
画と文学 交響する想像力』（中村三春編、森
話社）を刊行した。 
(6)データベース作成 戦後から 1970年代に
至る日本文芸映画のデータベースを完成し
た。 
(7)Web 発信 研究会のブログを作成し、
Twitter も活用して情報の発信を行った。 
(8)今後の展望 映画と文学との相関研究に
ついては、海外の映画・文学など外国文化と
の交流・影響関係が重要となる。今後は、そ
の方向性が展望される。 
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